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１．平成20年12月期第３四半期の連結業績（平成20年１月１日　～　平成20年９月30日）

(1）連結経営成績 （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年12月期第３四半期 306,572 △7.6 9,066 44.5 6,534 72.0 14,286 －

19年12月期第３四半期 331,802 3.7 6,273 60.3 3,798 75.5 △1,191 －

19年12月期 449,011  12,362  8,118  5,508  

１株当たり四半期
（当期）純利益

潜在株式調整後
１株当たり四半期
（当期）純利益

円 銭 円 銭

20年12月期第３四半期 36.44  34.93  

19年12月期第３四半期 △3.05  －  

19年12月期 14.10  13.76  

(2）連結財政状態  

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

20年12月期第３四半期 512,959 129,304 25.2 329.17  

19年12月期第３四半期 562,806 121,611 21.6 309.90  

19年12月期 561,858 125,189 22.3 319.07  

(3）連結キャッシュ・フローの状況  

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

20年12月期第３四半期 25,206 26,011 △40,945 15,914

19年12月期第３四半期 33,212 △17,056 △19,194 5,227

19年12月期 30,690 △13,495 △19,568 5,881
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２．平成20年12月期の連結業績予想（平成20年１月１日　～　平成20年12月31日）　【参考】

（％表示は対前期増減率）　

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 426,300 △5.1 13,500 9.2 9,200 13.3 12,800 132.4 32.65

平成20年12月期の通期業績予想につきましては、平成20年８月５日に発表いたしました業績予想に変更ありません。

３．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2）会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無　　　　　　　　　　　　　　：　有

(3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更の有無　　　　　　　　　　　　：　有

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。

※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　業績予想等の将来に関する記述は、業績に影響を与える不確実な要因に係る仮定および本日現在における入手可

能な情報を前提としており、実際の業績等は様々な要因で大きく異なる結果となる可能性があります。業績予想に

関しましては、５ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報　をご参照下さい。
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

（当第３四半期の連結経営成績）（平成２０年１月１日～平成２０年９月３０日）

　当第３四半期（平成２０年１月１日から平成２０年９月３０日）は、国内酒類事業の売上数量減少および飲料事業の

不採算取引の見直しによる売上高の減少がありましたが、広告宣伝費・販売促進費の圧縮、その他ローコストオペレー

ションの推進によってコストが減少した結果、連結売上高３，０６５億円（前年同期比２５２億円、８％減）、営業利

益９０億円（前年同期比２７億円、４５％増）、経常利益６５億円（前年同期比２７億円、７２％増）となりました。

　なお、四半期純利益については、当期に恵比寿ガーデンプレイスの１５％を共有持分として売却したことに伴う売却

益を計上したことにより、１４２億円（前年同期比１５４億円増）となりました。

　以下、事業セグメント別の概況は記載のとおりです。

 

【酒類事業】 

[国内酒類事業]

　国内ビール類市場は、食品をはじめとする消費者物価の全般的な上昇により生活防衛意識が高まったこともあり、当

第３四半期までのビール類総需要は前年同期比９７．５％になったと推定されます。

　このような中、当社国内酒類事業は主力の「サッポロ黒ラベル」「ヱビス」等の缶製品、業務用の樽生が堅調に推移

し、品種ミックスの改善による増益要因となりました。また、新ジャンルでは、本年６月に発売した新商品「麦とホッ

プ」が好調に推移し新商品増収効果がありましたが、一方で発泡酒市場の需要減退と新ジャンル既存商品群の売上減少

を埋めきれず、ビール類全体の売上高は前年同期比７％減となりました。

　ワインについては国産・輸入とも総需要がほぼ前年並に推移する中、国産ワインでは「無添加」シリーズおよび大容

量ワインが好調に推移、また輸入ワインの値上げ効果もあり、売上高は前年同期比４％の増収となりました。

　焼酎事業も、「和ら麦」「からり芋」等乙類焼酎の業務用市場浸透、新商品「トライアングルスムース」の発売や、

大容量商品売上が順調であったことから、売上高は前年同期比１２．５％の増収となりました。

　一方コスト面においては、輸入麦芽・大麦・アルミ缶を中心とする原料・資材の価格が上昇し原価高要因となりまし

たが、４月からのビール類価格改定に加え、広告宣伝費・販売促進費の圧縮、一般経費等コスト削減を推進し体質改善

を進めた結果、営業利益においては前年同期を大幅に上回ることができました。

　以上の結果、国内酒類事業の売上高は２，１８２億円（前年同期比１３１億円、６％減）、営業利益４２億円（前年

同期比３０億円、２４５％増)となりました。

［国際酒類事業］

　北米のビール市場は、総需要が微増と推定される中、市場全体の競争は厳しくなっていますが、国産クラフトビール

等一部のプレミアムカテゴリーの需要は底堅く伸長しています。但し、昨年来のサブプライムローン問題に端を発して

米国経済が減速しており、今後の個人消費への影響が懸念されます。一方、北米以外の市場においては、アジア各国を

はじめとするビール市場は概ね拡大しているものと推定されます。

　その中で、当社は得意とするプレミアム市場に対し積極的な販売活動を行いました。また、米国のハイエンド市場の

受容性を探るために「ヱビスビール」のテストマーケティングも開始しました。これにより、カナダのスリーマン社の

売上数量は前年同期比１０５％、サッポロＵＳＡ社の売上数量は前年同期比１１０％と好調に推移し、輸出事業の売上

数量も前年同期比１２９％と伸長しました。

　一方コスト面では、麦芽・アルミ缶を中心とする原料・資材の価格が上昇し原価高要因となり、また、前期よりもマー

ケティング投資を積極的に実施しました。

　以上の結果、国際酒類事業の売上高は、売上数量面では順調でしたが、為替の影響もあり、１９６億円（前年同期比

１３億円、６％減）、営業利益は３億円（前年同期比１５億円、８１％減）となりました。

 

【飲料事業】

　飲料業界は、炭酸飲料や国産ミネラルウォーターの好調な販売などにより、総需要は前年同期比１００％程度と推定

されます。

　このような中で飲料事業は、９月に制定した企業ビジョン「すべての笑顔のために。限りない情熱で記憶に残るおい

しさを。」の具現化を目指し、当社独自のブランドの開発・育成に取り組むとともに、「選択と集中」による事業再構

築にスピードをもって取り組み、持続的な利益体質への転換に向けた戦略を推進しています。

　具体的には、高付加価値商品の開発・育成に取り組む一方、組織体制と人員体制の適正化、不採算取引の見直し、販

売促進費の効率的な使用、自動販売機コスト適正化に積極的に取り組みました。

　売上数量につきましては前年同期比８３％となりましたが、中長期育成を目指す重点ブランドである天然炭酸水「ゲ

ロルシュタイナー」や機能性果汁飲料「オーシャンスプレークランベリー」シリーズなどの強化により、お客様接点の

拡大と市場への定着を図りました。さらに、本年より全国展開した缶コーヒーブランド「生粋」については、ラインナッ

プの充実により好調に推移しています。
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　以上の結果、飲料事業の売上高は会計方針の変更もあり２８６億円（前年同期比１１１億円、２８％減）、営業利益

については、事業再構築を前倒しで推進した結果、黒字に転換し０億円（前年同期比８億円の改善）となりました。

 

【外食事業】

　外食業界は、少子高齢化による市場の逓減傾向を背景に、食材仕入れ価格の上昇や景気の悪化に伴う消費の低迷によ

り、厳しい経営環境が続いています。また、ガソリン価格高騰の影響が大きい郊外型店舗の大規模な閉店計画や、Ｍ＆

Ａにより拡大した事業の整理計画の発表などが相次いでいます。

　このような中で、当社外食事業は安全・安心・本物志向をテーマとしたメニュー開発や、サービスの品質向上による

着実な成長を図りました。

　既存店部門では、景況感の悪化により予約宴会の比率の高い店舗に伸び悩みが見られるようになりましたが、ビヤホー

ル部門が堅調に推移したため、売上高は前年同期を上回りました。

　新規出店としては、三井アウトレットパーク仙台港に、山形そばと稲庭うどんを提供するフードコート店舗「神室庵」

を出店し、年初からの出店店舗数は７店舗になりました。一方、第１四半期に３店舗を閉鎖しましたので、当期末の店

舗数は２０５店舗になりました。

　コスト面では、食材仕入れ価格の上昇に伴う価格改定を４月に行い、その後はＷｅｂ発注システムによる食材の絞込

みや発注量の集約により、原価率の上昇を抑制しました。また、採用難に伴い人件費率が僅かに上昇したものの、前期

に比較して新規出店コストが減少したため諸経費率は改善されました。

　以上の結果、外食事業の売上高は２２４億円（前年同期比７億円、４％増）となり、営業利益は４億円（前年同期比

９２百万円、２８％増）となりました。

 

【不動産事業】

　不動産業界においては、オフィスビル賃貸市場では、東京都心部の空室率は年初からのゆるやかな上昇が続いており、

賃料相場も高水準ではありますが上昇傾向から横ばいになりつつあります。

　このような中、当社不動産賃貸事業については、恵比寿ガーデンプレイスを始めとした都内物件を中心に高稼働率を

維持するとともに賃料改定を進めました。また、開発物件については、昨年竣工した物件が安定的に稼動し着実に収益

貢献していることに加え、２月に取得した新宿区の物件を始め都内を中心に不動産開発の取り組みも進めています。

本年４月に恵比寿ガーデンプレイスの１５％を共有持分として売却した影響により減収となりましたが、営業利益につ

いては減価償却費の減少等もあり増益となりました。

　以上の結果、不動産事業の売上高は１７５億円（前年同期比４億円、３％減）、営業利益は５７億円（前年同期比３

億円、６％増）となりました。

 

２．連結財政状態に関する定性的情報

　当第３四半期末における総資産は、投資有価証券の含み益の減少や恵比寿ガーデンプレイスの１５％を共有持分とし

て売却したことに伴う有形固定資産の減少などにより、前第３四半期末と比較して４９８億円減少し、５，１２９億円

となりました。

　負債は、長期借入金等の増加がある一方、短期借入金の減少や当第３四半期末日が銀行営業日となったことによる未

払酒税及び買掛金の減少によって、前第３四半期末と比較して５７５億円減少し、３，８３６億円となりました。

　純資産は、その他有価証券評価差額金の減少や為替換算調整勘定の減少があったものの、利益剰余金の増加により、

前第３四半期末と比較して７６億円増加し、１，２９３億円となりました。

　当第３四半期のキャッシュ・フローの状況につきましては、以下のとおりです。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、２５２億円の収入となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が

２４４億円、売上債権の減少額１８０億円等による増加要因と、未払酒税の減少額１５５億円等の減少要因によるもの

です。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、２６０億円の収入となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支

出１５９億円があった一方で、有形固定資産の売却による収入４９０億円があったこと等によるものです。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、４０９億円の支出となりました。これは主に、長期借入による収入１７２億

円があった一方、短期借入金の減少２９０億円、長期借入金の返済による支出２７１億円があったこと等によるもので

す。

　以上の結果、当第３四半期末における現金及び現金同等物の残高は１５９億円となりました。
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３．連結業績予想に関する定性的情報

　平成２０年１２月期の連結通期業績予想につきましては、平成２０年８月５日に発表いたしました業績予想に変更あ

りません。

４．その他

(1）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　該当事項はありません。 

(2）会計処理の方法における簡便な方法の採用

　その他有価証券については、９月末日現在の時価で評価しておりますが、減損処理は行っておりません。

　減価償却費については、年度見込額のうち第３四半期までの分を計上しております。

(3）最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更

（売上高の計上方法）

　従来、販売費及び一般管理費として処理しておりました得意先（卸売店・小売店）に支払う飲料水の販売価格に対応

する販売奨励金について、当連結会計年度より売上高から控除する方法に変更しました。

　近年、卸売業、小売業の系列化・統合化等により小売市場における競争激化が進む中で、値引き要請が強まり、飲料

水の販売価格に対応する実質的な売上値引としての性格をもつ販売奨励金が恒常化してきました。

　こうした中で、飲料水の販売奨励金を得意先別・品種別等に細分化して集計することを目的に、請求書管理システム

の構築を行い、売上値引相当額と販売費相当額とを区分して把握できる体制を整備しました。

　このような体制整備に伴い、損益計算区分をより適正に行うため、当連結会計年度より、販売奨励金のうち売上値引

に相当する額を売上高から控除する方法に変更したものです。

　この変更により、従来の方法に比べ、売上高及び営業費用は5,062百万円減少しておりますが、営業利益に与える影響

はありません。

　また、セグメント情報に与える影響については、「５．(5)セグメント情報」注記事項に記載のとおりであります。

（ギフト券等にかかる負債計上方法）

　従来は、ギフト券の未回収券については一定期間後、収益に計上しておりましたが、「租税特別措置法上の準備金及

び特別法上の引当金又は準備金並びに役員退職慰労引当金等に関する監査上の取扱い」(日本公認会計士協会　平成19年

４月13日　監査・保証実務委員会報告第42号)を当連結会計年度から適用し、一定期間経過後のギフト券の回収見込額に

ついても、「預り金」に計上する方法に変更しております。

　この変更に伴い、「ギフト券等回収損引当額」746百万円を特別損失に計上しております。

（在外子会社等の収益及び費用の換算方法）

　在外子会社等の収益及び費用は、従来は第３四半期連結決算日の為替相場により換算しておりましたが、当連結会計

年度より期中平均相場による換算方法に変更しております。

 この変更は、在外子会社等の重要性が増加してきたことや、連結決算日の為替相場の変動により企業状況が正しく表示

されない可能性があることから、一時的な相場の変動による影響を受けない平均の為替相場を用いることにより、より

実情に即した換算をするために行ったものであります。

　この変更により、従来の方法に比べ、売上高は834百万円増加、営業利益は0百万円減少、経常利益は37百万円、税金

等調整前四半期純利益は35百万円、四半期純利益は23百万円、それぞれ増加しております。

　また、セグメント情報に与える影響については、「５．(5)セグメント情報」注記事項に記載のとおりであります。
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５．四半期連結財務諸表

(1）（要約）四半期連結貸借対照表

 
前第３四半期末

（平成19年９月30日）
当第３四半期末

（平成20年９月30日）
対前第３
四半期末比

前連結会計年度の
要約連結貸借対照表
（平成19年12月31日）

区分 金額（百万円）
構成比
（％）

金額（百万円）
構成比
（％）

増減
(百万円)

金額（百万円）
構成比
（％）

（資産の部）           

Ⅰ　流動資産           

１　現金及び預金  5,864   16,090  10,226  6,511  

２　受取手形及び売掛金  60,025   51,029  △8,996  69,685  

３　たな卸資産  25,585   23,820  △1,765  24,041  

４　その他  18,000   14,069  △3,930  17,754  

５　貸倒引当金  △172   △163  8  △275  

流動資産合計  109,303 19.4  104,845 20.4 △4,458  117,717 21.0

Ⅱ　固定資産           

１　有形固定資産  345,192   316,816  △28,376  338,504  

２　無形固定資産  34,008   29,935  △4,072  33,368  

３　投資その他の資産  74,301   61,362  △12,938  72,267  

固定資産合計  453,502 80.6  408,114 79.6 △45,388  444,141 79.0

資産合計  562,806 100.0  512,959 100.0 △49,846  561,858 100.0

          

（負債の部）           

Ⅰ　流動負債           

１　支払手形及び買掛金  29,692   24,323  △5,369  26,121  

２　短期借入金  64,839   26,736  △38,103  64,415  

３　未払酒税  37,458   22,461  △14,996  38,140  

４　その他  93,758   98,830  5,071  94,824  

流動負債合計  225,749 40.1  172,351 33.6 △53,397  223,501 39.8

Ⅱ　固定負債           

１　社債  69,710   73,553  3,843  69,710  

２　長期借入金  68,123   71,828  3,704  74,339  

３　退職給付引当金  15,315   7,378  △7,937  15,135  

４　その他  62,295   58,543  △3,752  53,984  

固定負債合計  215,445 38.3  211,303 41.2 △4,141  213,168 37.9

負債合計  441,194 78.4  383,655 74.8 △57,539  436,669 77.7

           

（純資産の部）

Ⅰ　株主資本        

１　資本金 53,886 9.6 53,886 10.5 － 53,886 9.6

２　資本剰余金 46,309 8.2 46,318 9.0 9 46,310 8.2

３　利益剰余金 7,592 1.3 26,618 5.2 19,025 14,292 2.5

４　自己株式 △793 △0.1 △1,010 △0.2 △217 △848 △0.1

株主資本合計 106,994 19.0 125,812 24.5 18,817 113,641 20.2

Ⅱ　評価・換算差額等        

１　その他有価証券評価差
額金

13,186 2.3 4,692 0.9 △8,493 9,640 1.7

２　為替換算調整勘定 1,377 0.3 △1,475 △0.3 △2,853 1,853 0.4

評価・換算差額等合計 14,563 2.6 3,216 0.6 △11,346 11,493 2.1

Ⅲ　少数株主持分 52 0.0 274 0.1 221 53 0.0

純資産合計 121,611 21.6 129,304 25.2 7,693 125,189 22.3

負債純資産合計 562,806 100.0 512,959 100.0 △49,846 561,858 100.0
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(2）（要約）四半期連結損益計算書

 
前第３四半期

（自　平成19年１月１日
至　平成19年９月30日）

当第３四半期
（自　平成20年１月１日
至　平成20年９月30日）

対前第３
四半期比

前連結会計年度の
要約連結損益計算書

（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

区分 金額（百万円）
百分比
（％）

金額（百万円）
百分比
（％）

増減
(百万円)

金額（百万円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高  331,802 100.0  306,572 100.0 △25,230  449,011 100.0

Ⅱ　売上原価  224,504 67.7  213,034 69.5 △11,470  305,078 67.9

売上総利益  107,298 32.3  93,538 30.5 △13,760  143,933 32.1

Ⅲ　販売費及び一般管理費  101,024 30.4  84,471 27.5 △16,552  131,570 29.3

営業利益  6,273 1.9  9,066 3.0 2,792  12,362 2.8

Ⅳ　営業外収益           

１　受取利息及び配当金 706   737    1,026   

２　持分法による投資利益 82   34    －   

３　その他 748 1,537 0.4 619 1,391 0.4 △145 1,280 2,306 0.5

Ⅴ　営業外費用           

１　支払利息 3,221   2,846    4,280   

２　たな卸資産廃棄損 314   823    858   

３　持分法による投資損失 －   －    132   

４　その他 476 4,012 1.2 253 3,923 1.3 △89 1,280 6,550 1.5

経常利益  3,798 1.1  6,534 2.1 2,735  8,118 1.8

Ⅵ　特別利益           

１　固定資産売却益 101   25,811    6,769   

２　投資有価証券売却益 407   4    766   

３　貸倒引当金戻入益 185   32    27   

４　その他 32 726 0.2 111 25,960 8.5 25,233 32 7,596 1.7

Ⅶ　特別損失           

１　固定資産除却損 780   3,068    1,300   

２　減損損失 570   1,325    6,939   

３　固定資産臨時償却費 7,235   －    6,583   

４　ギフト券等回収損引当
額

－   746    －   

５　退職給付制度改定損失 －   1,178    －   

６　早期退職割増金 －   247    －   

７　事業構造改革費用 －   1,441    －   

８　のれん償却額 －   －    276   

９　投資有価証券評価損等 64 8,650 2.5 85 8,093 2.6 △557 393 15,493 3.5

税金等調整前四半期
（当期）純利益又は税
金等調整前四半期純損
失（△）

 △4,125 △1.2  24,400 8.0 28,525  221 0.0

法人税、住民税及び事
業税

1,960   4,128    3,349   

法人税等調整額 △4,892 △2,932 △0.8 6,014 10,143 3.3 13,075 △8,634 △5,285 △1.2

少数株主損失  1 0.0  29 0.0 27  1 0.0

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失
（△）

 △1,191 △0.4  14,286 4.7 15,477  5,508 1.2
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(3）連結株主資本等変動計算書

前第３四半期（自　平成19年１月１日　至　平成19年９月30日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年12月31日　残高
（百万円）

50,066 42,484 10,472 △571 102,451

第３四半期中の変動額      

新株の発行 3,820 3,820   7,640

新規連結による増加高   202  202

剰余金の配当   △1,890  △1,890

四半期純損失（△）   △1,191  △1,191

自己株式の取得    △227 △227

自己株式の処分  4  5 10

株主資本以外の項目の第３四半期
中の変動額（純額）

     

第３四半期中の変動額合計
（百万円）

3,820 3,824 △2,879 △222 4,543

平成19年９月30日　残高
（百万円）

53,886 46,309 7,592 △793 106,994

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

為替換算調整勘定
評価・換算差額等合
計

平成18年12月31日　残高
（百万円）

11,318 △276 11,041 2 113,495

第３四半期中の変動額      

新株の発行     7,640

新規連結による増加高     202

剰余金の配当     △1,890

四半期純損失（△）     △1,191

自己株式の取得     △227

自己株式の処分     10

株主資本以外の項目の第３四半期
中の変動額（純額）

1,867 1,654 3,522 50 3,572

第３四半期中の変動額合計
（百万円）

1,867 1,654 3,522 50 8,115

平成19年９月30日　残高
（百万円）

13,186 1,377 14,563 52 121,611
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当第３四半期（自　平成20年１月１日　至　平成20年９月30日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成19年12月31日　残高
（百万円）

53,886 46,310 14,292 △848 113,641

第３四半期中の変動額      

剰余金の配当   △1,960  △1,960

四半期純利益   14,286  14,286

自己株式の取得    △177 △177

自己株式の処分  8  15 23

株主資本以外の項目の第３四半期
中の変動額（純額）

     

第３四半期中の変動額合計
（百万円）

 8 12,325 △162 12,171

平成20年９月30日　残高
（百万円）

53,886 46,318 26,618 △1,010 125,812

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

為替換算調整勘定
評価・換算差額等合
計

平成19年12月31日　残高
（百万円）

9,640 1,853 11,493 53 125,189

第３四半期中の変動額      

剰余金の配当     △1,960

四半期純利益     14,286

自己株式の取得     △177

自己株式の処分     23

株主資本以外の項目の第３四半期
中の変動額（純額）

△4,947 △3,329 △8,277 220 △8,056

第３四半期中の変動額合計
（百万円）

△4,947 △3,329 △8,277 220 △8,056

平成20年９月30日　残高
（百万円）

4,692 △1,475 3,216 274 129,304
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前連結会計年度（自　平成19年１月１日　至　平成19年12月31日）

 
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成18年12月31日　残高
（百万円）

50,066 42,484 10,472 △571 102,451

当連結会計年度中の変動額      

新株の発行 3,820 3,820   7,640

剰余金の配当   △1,890  △1,890

新規連結による増加高   202  202

当期純利益   5,508  5,508

自己株式の取得    △284 △284

自己株式の処分  5  7 12

株主資本以外の項目の当連結会計
年度中の変動額（純額）

     

当連結会計年度中の変動額合計
（百万円）

3,820 3,825 3,820 △277 11,189

平成19年12月31日　残高
（百万円）

53,886 46,310 14,292 △848 113,641

 

評価・換算差額等

少数株主持分 純資産合計
その他有価証券評価
差額金

為替換算調整勘定
評価・換算差額等合
計

平成18年12月31日　残高
（百万円）

11,318 △276 11,041 2 113,495

当連結会計年度中の変動額      

新株の発行     7,640

剰余金の配当     △1,890

新規連結による増加高     202

当期純利益     5,508

自己株式の取得     △284

自己株式の処分     12

株主資本以外の項目の当連結会計
年度中の変動額（純額）

△1,677 2,129 452 51 503

当連結会計年度中の変動額合計
（百万円）

△1,677 2,129 452 51 11,693

平成19年12月31日　残高
（百万円）

9,640 1,853 11,493 53 125,189
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(4）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

 
前第３四半期

（自　平成19年１月１日
至　平成19年９月30日）

当第３四半期
（自　平成20年１月１日
至　平成20年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結キャッシュ・

フロー計算書
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

区分 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅰ　営業活動による
キャッシュ・フロー

   

１　税金等調整前四半期（当
期）純利益又は税金等調整
前四半期純損失（△）

△4,125 24,400 221

２　減価償却費 18,583 16,295 24,526

３　固定資産臨時償却費 7,235 － 6,583

４　減損損失 570 1,325 6,939

５　のれん償却費 － 651 869

６　退職給付引当金の減少額 △985 △7,756 △1,166

７　貸倒引当金の減少額 △351 △431 △295

８　受取利息及び受取配当金 △706 △737 △1,026

９　支払利息 3,221 2,846 4,280

10　有形固定資産売却益 △101 △25,811 △6,769

11　有形固定資産売却除却損 780 3,068 1,300

12　売上債権の減少額 14,013 18,022 4,387

13　たな卸資産の増減額
（増加：△）

△799 △392 777

14　仕入債務の増減額
（減少：△）

570 △1,480 △3,015

15　未払酒税の減少額 △883 △15,575 △207

16　その他流動負債の増加額 － 9,636 327

17　その他 375 7,973 △1,445

小計 37,397 32,035 36,288

18　利息及び配当金の受取額 758 829 991

19　利息の支払額 △2,987 △2,618 △4,237

20　法人税等の支払額 △1,955 △5,039 △2,350

営業活動による
キャッシュ・フロー

33,212 25,206 30,690

Ⅱ　投資活動による
キャッシュ・フロー

   

１　投資有価証券の取得
による支出

△93 △1,164 △250

２　投資有価証券の売却及び償
還による収入

1,796 104 2,804

３　有形固定資産の取得
による支出

△14,377 △15,904 △17,815

４　有形固定資産の売却による
収入

134 49,000 7,206

５　無形固定資産の取得
による支出

△2,321 △2,995 △2,067

６　長期貸付金の実行
による支出

△74 △520 △74

７　長期貸付金の回収
による収入

280 198 414

８　その他 △2,400 △2,706 △3,711

投資活動による
キャッシュ・フロー

△17,056 26,011 △13,495
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前第３四半期

（自　平成19年１月１日
至　平成19年９月30日）

当第３四半期
（自　平成20年１月１日
至　平成20年９月30日）

前連結会計年度の
要約連結キャッシュ・

フロー計算書
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

区分 金額（百万円） 金額（百万円） 金額（百万円）

Ⅲ　財務活動による
キャッシュ・フロー

   

１　短期借入金の減少額 △2,914 △29,037 △4,999

２　長期借入れによる収入 9,001 17,274 24,001

３　長期借入金の返済
による支出

△43,102 △27,161 △50,335

４　社債の発行による収入 19,925 3,843 19,925

５　社債の償還による支出 △10,000 － △10,000

６　コマーシャルペーパーの純
増減額（減少：△）

10,000 △4,000 4,000

７　配当金の支払額 △1,886 △1,961 △1,888

８　その他 △217 96 △271

財務活動による
キャッシュ・フロー

△19,194 △40,945 △19,568

Ⅳ　現金及び現金同等物に係る
換算差額

△32 △239 △43

Ⅴ　現金及び現金同等物の
増減額（減少：△）

△3,070 10,032 △2,416

Ⅵ　現金及び現金同等物の
期首残高

8,282 5,881 8,282

Ⅶ　新規連結に伴う現金及び現
金同等物の増加額

15 － 15

Ⅷ　現金及び現金同等物の
期末残高

5,227 15,914 5,881
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(5）セグメント情報

（事業の種類別セグメント情報）

摘要

前第３四半期
（自　平成19年１月１日
至　平成19年９月30日）

酒類事業
（百万円）

飲料事業
（百万円）

外食事業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対す

る売上高
252,392 39,747 21,613 18,049 331,802 － 331,802

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

4,800 216 － 2,000 7,017 (7,017) －

計 257,193 39,963 21,613 20,049 338,820 (7,017) 331,802

営業費用 254,038 40,724 21,277 14,649 330,689 (5,160) 325,529

営業利益又は営業損

失（△）
3,154 △760 336 5,400 8,130 (1,856) 6,273

摘要

当第３四半期
（自　平成20年１月１日
至　平成20年９月30日）

酒類事業
（百万円）

飲料事業
（百万円）

外食事業
（百万円）

不動産事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全
社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対す

る売上高
237,947 28,638 22,407 17,577 306,572 － 306,572

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

4,443 221 － 1,775 6,440 (6,440) －

計 242,391 28,860 22,407 19,353 313,013 (6,440) 306,572

営業費用 237,791 28,803 21,978 13,629 302,202 (4,696) 297,506

営業利益 4,600 57 429 5,723 10,810 (1,744) 9,066
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摘要

前連結会計年度
（自　平成19年１月１日
至　平成19年12月31日）

酒類事業
（百万円）

飲料事業
（百万円）

外食事業
（百万円）

不動産事
業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

Ⅰ　売上高及び営業損益        

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
343,670 52,239 28,954 24,147 449,011 － 449,011

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

6,323 330 － 2,639 9,293 (9,293) －

計 349,993 52,569 28,954 26,787 458,305 (9,293) 449,011

営業費用 342,139 53,408 28,298 19,714 443,560 (6,912) 436,648

営業利益又は営業損

失（△）
7,854 △839 656 7,073 14,744 (2,381) 12,362

Ⅱ　資産、減価償却費、

減損損失及び資本的

支出

       

資産 334,827 9,618 14,542 187,815 546,804 15,053 561,858

減価償却費 15,525 425 799 7,776 24,526 － 24,526

減損損失 204 570 214 5,950 6,939 － 6,939

資本的支出 13,988 394 1,706 3,458 19,548 － 19,548

　（注）(1）事業区分の方法は、日本標準産業分類を参考にし、各事業の営業内容の類似性により区分しております。

(2）各事業区分の主要製品

事業区分 主要製品

酒類事業 ビール・発泡酒・ワイン・洋酒・焼酎・物流・プラント・アグリ他

飲料事業 飲料水

外食事業 ビヤホール・レストラン

不動産事業
不動産賃貸・不動産販売・商業施設運営・ユーティリティ供給・スポーツ施設

運営

(3）営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、前第３四半期1,861百万円、当第

３四半期1,779百万円、前連結会計年度2,477百万円であり、これは、持株会社である当社で発生した費用で

あります。

(4）会計方針の変更

（前第３四半期）

　該当事項はありません。

（当第３四半期）

(1)売上高の計上方法

　　【定性的情報・財務諸表等】の４．その他の「(3)最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更」に記載

のとおり、当連結会計年度から、売上高の計上方法を変更し、得意先に支払う飲料水の販売価格に対応する

販売奨励金を売上高から控除しております。これにより、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半

期の飲料事業における売上高及び営業費用が5,062百万円減少しておりますが、営業利益に与える影響はあり

ません。
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(2)在外子会社等の収益及び費用の換算方法

　　【定性的情報・財務諸表等】の４．その他の「(3)最近連結会計年度からの会計処理の方法の変更」に記載

のとおり、当連結会計年度から、在外子会社等の収益及び費用の換算方法を変更し、期中平均相場により換

算しております。これにより、従来の方法によった場合と比較して、当第３四半期の酒類事業における外部

顧客に対する売上高は834百万円増加し、営業利益は0百万円減少しております。

（前連結会計年度）

　該当事項はありません。
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